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いぶすき

　　

指宿商工会議所創立50周年式典

　指宿商工会議所では、経営に関わる相談への対応をはじめ、事業計画作成・補助金
申請手続の支援、販路開拓支援、セミナーや講習会・研修会の開催、融資の受付・
あっせん、各種共済制度の加入など、企業経営に関する様々な事業を行っています。
ぜひ、これら当所の事業を経営にお役立てください。
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５
月
29
日（
金
）に
、
指
宿
市
民
会
館
に

て
、
指
宿
商
工
会
議
所
創
立
50
周
年
記
念

講
演
会
及
び
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
０

０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の

宮
下
純
一
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行
わ

れ
、
市
民
や
指
宿
商
業
高
校
の
生
徒
等
約

５
０
０
名
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。「
出
会

い
に
感
謝
～
思
い
続
け
た
オ
リ
ン
ピッ
ク
～
」

と
題
し
た
講
演
の
中
で
は
、
自
身
の
体
験

を
基
に
、
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
夢
を
宣

言
す
る
こ
と
や
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
し
て
い
た

高
校
生
も
舞
台
上
で
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け

夢
を
宣
言
し
、
宮
下
氏
か
ら
の
力
強
い

エ
ー
ル
や
会
場
か
ら
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
こ

れ
ま
で
亡
く
な
ら
れ
た
役
員
・
議
員
・
会

員
の
皆
様
に
哀
悼
の
意
を
表
し
黙
祷
を
さ

さ
げ
た
の
ち
、
記
念
動
画
「
50
年
の
あ
ゆ

み
」
の
鑑
賞
、
特
別
功
労
者
・
功
労
者
表

彰
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
会
頭
の
式
辞
で
は
、
商
工
業
の
振

興
と
地
域
の
持
続
的
発
展
に
全
力
で
取
り

組
む
と
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の
祝
辞
や
祝
電
が
披
露

さ
れ
、
記
念
式
典
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
会
場
を
指
宿
白
水
館
に
移

し
、
大
山
会
頭
や
来
賓
に
よ
る
鏡
割
り
が

行
わ
れ
た
の
ち
開
宴
し
、
参
加
者
同
士
で

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
余
興
で
フ
ラ
ダ
ン

ス
も
披
露
さ
れ
る
な
ど
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
創
立
50
周
年
事
業
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

　

当
日
は
女
性
会
・
青
年
部
の
方
々
に
も

運
営
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講師を務めた宮下純一氏講師を務めた宮下純一氏

式辞を述べる大山会頭式辞を述べる大山会頭

指宿商工会議所創立指宿商工会議所創立5050周年記念事業周年記念事業
～記念講演会・記念式典・祝賀会～

特別功労者・功労者表彰 受賞者
（敬称略・順不同）

特別功労者 功労者
・今林　重夫
（㈱今林会計）
・野田　譲二
（㈱指宿フェニックスホテル）
・前田　明久
（前田秀翠園）
・藤岡　芳政
（ふじリゾート㈱）
・南　荒生
（指宿酒造㈱）
・西　浩二
（指宿海上ホテル㈱）

・佐々木　正一 　　　・髙﨑　幸隆
（うおまさ）　　　　 （㈲南日本新聞指宿販売所）
・竹﨑　謙一　　　　・大山　修一
（㈲竹﨑電設）　　　（㈲大山甚七商店）
・岩野　仁志　　　　・前之園　盛二
（㈱岩野建設）　　　（㈲大蔵堂）
・中村　勝信　　　　・別府　竜人
（㈲岡村商店）　　　（指宿観光交通㈱）
・濵田　信行　　　　・米永　貞嗣
（興南建設㈱）　　　（㈲米永書店）
・今村　悦紫
（㈱丸善産業）

２
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夢を宣言する高校生夢を宣言する高校生

特別功労者・功労者表彰 受賞者の皆様特別功労者・功労者表彰 受賞者の皆様

祝賀会で親睦を深めた祝賀会で親睦を深めた

運営協力する女性会・青年部メンバー運営協力する女性会・青年部メンバー

講演会には多くの市民が訪れた講演会には多くの市民が訪れた

式典には約150名が出席した式典には約150名が出席した

50周年を祝い鏡割りを行った50周年を祝い鏡割りを行った

余興で行われたフラダンス余興で行われたフラダンス
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６
月
12
日（
金
）、指
宿
駅
前（
す

ず
め
通
り
）
で
ハ
ワ
イ
ア
ン
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
指
宿
駅
前
で
街

角
フ
ラ
と
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
、
第
３
回
指

宿
駅
前
す
ず
め
通
り
ワ
ン
コ
イ
ン

横
丁
と
コ
ラ
ボ
開
催
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
横
丁
ス
タ
イ
ル
で
開

催
さ
れ
、
い
つ
も
と
は
違
う
雰
囲

気
で
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ウ
ク
レ
レ
や

太
鼓
の
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披

露
が
あ
っ
た
ほ
か
、
飛
び
入
り
で

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
あ
り
、

参
加
者
は
自
前
の
Ｃ
Ｄ
を
持
っ
て

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ
た
り
、
カ

ラ
フ
ル
な
提
灯
が
設
置
さ
れ
、
通

り
が
明
る
く
な
り
会
場
は
、
よ
り

一
層
ハ
ワ
イ
ア
ン
ム
ー
ド
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

観
覧
客
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲

み
な
が
ら
撮
影
を
行
う
な
ど
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、
指
宿
駅
前

は
、終
始
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

６
月
13
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た

街
角
フ
ラ
を
当
所
が
担
当
し
ま
し

た
。

　

例
年
、
指
宿
駅
前
で
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
会
場
を

砂
む
し
会
館
砂
楽
に
移
し
て
行
い
、

階
段
に
座
っ
て
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し

め
る
よ
う
な
演
出
を
施
し
ま
し
た
。

　

市
内
外
10
チ
ー
ム
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
教
室
等
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
27

曲
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ウ
ク
レ
レ
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
、
摺
ヶ
浜
通

り
会
員
４
店
舗
が
か
き
氷
や
ド
リ

ン
ク
な
ど
を
出
店
し
、
涼
み
な
が

ら
ス
テ
ー
ジ
を
観
覧
す
る
来
場
者

の
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

ハ
ワ
イ
ア
ン
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

街
角
フ
ラ

街
角
フ
ラ

地
域
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

横丁スタイルで開催された横丁スタイルで開催された

ステージではダンスや和太鼓が行われたステージではダンスや和太鼓が行われた

フラや演奏で観覧客を魅了したフラや演奏で観覧客を魅了した



５
　

５
月
22
日（
金
）、
南
薩
Ｙ
Ｅ
Ｇ

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
隣
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
交
流
・
連
携

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
い
ぶ
す

き
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
開
聞
コ
ー
ス
に

て
、
南
さ
つ
ま
・
枕
崎
の
商
工
会

議
所
青
年
部
メ
ン
バ
ー
と
ゴ
ル
フ

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
14
名
が
参
加
し
、
最

高
な
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
ス
コ
ア

を
競
い
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　

終
了
後
は
会
場
を
郷
土
料
理
青

葉
に
移
し
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
大

盛
り
上
が
り
で
交
流
会
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

６
月
５
日（
金
）～
25
日（
木
）

の
数
日
間
に
分
け
て
指
宿
市
主
催

の
高
校
生
向
け
職
場
見
学
ツ
ア
ー

「
い
ぶ
す
き
魅
力
発
見
！
Ｊ
ｏ
ｂ

ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
、
学
生
が
自
ら
企
業

を
訪
問
し
、
市
内
の
企
業
で
働
く

イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
や
す
く
将
来
の

雇
用
を
見
据
え
た
機
会
と
し
、
市

内
企
業
の
人
材
確
保
、
定
着
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

地
元
及
び
近
隣
市
の
高
等
学
校
5

校
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
見
学

し
た
い
業
種
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

事
業
所
を
周
り
ま
し
た
。
施
設
や

仕
事
の
様
子
の
見
学
を
行
い
な
が

ら
説
明
を
受
け
、
就
職
活
動
の
参

考
と
し
ま
し
た
。

青年部
だより

南
薩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

南
薩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
交
流
会

い
ぶ
す
き
魅
力
発
見
！

い
ぶ
す
き
魅
力
発
見
！

Ｊ
ｏ
ｂ
ツ
ア
ー

Ｊ
ｏ
ｂ
ツ
ア
ー

５

　和菓子の世界では、知らない人はいないカリス
マバイヤーと言われている髙島屋の畑主税（はた・
ちから）さんのお話をじっくり伺う機会がありまし
た。畑さんは全国各地の和菓子屋に直接足を運んで
実際に食べてから、仕入れるかどうかを決めていま
す。その数は２０００店舗以上、食べたお菓子は１
万個にも及び、場合によっては季節限定の菓子を確
認するために、１年のうちに何度も同じ店を訪ねる
こともあるそうです。
　和菓子は、地域の歴史や文化、風土を映してお
り、素材や製造技術もその土地ならではのものが少
なくありません。地方の特産品の代表ともいえる分
野ですが、これを東京などの都市部で消費するため
には、消費期限・賞味期限が短すぎるという課題が
あります。例えば茶道の席で出される上生（じょう
なま）菓子の賞味期限は、製造した日限りというの
が普通です。そのため東京で紹介すれば間違いなく
売れるものでも、通常の販売ルートでは扱えないこ
とになります。
　この問題を解決するために、畑さんは常識破りの
二つの方法を始めました。一つは、あらかじめ告知
をしてお客さんを確保した上で、朝に製造したもの
を新幹線や飛行機を使って手で運び、その日のうち
に売って食べてもらう方法です。ある意味強引なや
り方ですが、とても人気が出て、京都からの航空便
の利用はすっかり定着しました。当初は京都から新
幹線で運んでいたそうですが、停車時間が２分しか
なく、その間に手持ちで段ボール箱をいくつも持ち
込むのが難しいという理由から、その後、一旦集め
たものを伊丹空港から羽田に運ぶ航空便の利用が定

着しました。交通費などの経費を価格に乗せても、
飛ぶように売れています。
　もう一つの方法は、地方から職人さんを東京に連
れてきて、その場でつくってもらうという催事の企
画です。そうすれば、その場で手づくりの技や、職
人さんの人柄なども直接お客さんに伝えることがで
きます。こちらも当初は数軒の和菓子屋さんが参加
しただけの催事でしたが、どんどん人気が高まり、
参加する店舗やお客さんも増えて、繰り返し開催さ
れています。いまや海外にもその人気は知られるよ
うになり、タイのバンコクやシンガポールで同様の
催事が定期開催されるようになりました。こちらも
何軒かの和菓子職人が現地に出張して、その場で和
菓子をつくります。
　物と情報があふれ、客が購買を決める判断にかけ
る時間がとても短くなっている現代においては、価
値をいかに短時間でお客さんに伝えるかが問われて
います。目の前で職人がつくることで、ものづくり
の丁寧さや和菓子の美しさがどのように生み出され
るのかがリアルタイムに伝わります。これはお客さ
んにとっても貴重な体験となります。
　また、同じ場所でつくると、職人同士、お互いの
技術や素材などが他者に分かってしまいます。かつ
て職人の世界は秘密主義が強く、こうした交流は考
えられないことでしたが、このような交流をきっか
けに新しい商品企画が生まれ、次の時代に和菓子業
界が生き残るためのつながりが生まれています。世
阿弥の言葉、「秘すれば花」を良しとする職人の在り
方にも、変革が求められています。

「状況を急に悪くする『悪手』と『最善の一手』の違い」
トレンド通信所報

サービス

地域経済アナリスト／
コンサルタント
渡辺　和博

南さつまYEG・枕崎YEGと親睦を深めた南さつまYEG・枕崎YEGと親睦を深めた

事業所を見学して周った事業所を見学して周った



『経営よろず相談会』

【日 程(予定)】８月27日（木）
【会　場】指宿商工会議所（10：10～16：40）

　詳しくは、下記お問い合わせ先にお尋ねください。
日本政策金融公庫による融資相談窓口開設中

　日本政策金融公庫  099-223-2221
　指宿商工会議所  0993-22-2473

注) 融資相談窓口は予約制です。相談時間は概ね
　　1時間程度です。あらかじめ相談内容をお知
　　らせください。

【問い合せ先】

お問合せ：指宿商工会議所 中小企業相談所　TEL 0993−22−2473
詳細：鹿児島県よろず支援拠点(かごしま産業支援センター内) TEL 099−219−3740

注) 経営よろず相談会は予約制です。相談時間は
　　概ね1時間程度です。あらかじめ相談内容を
　　お知らせください。

　毎月、鹿児島県よろず支援拠点による「経営よろず相談会」を実施いたします。
売上アップやものづくり支援、商品パッケージのデザインなど、経営に関するあらゆる
相談に専門家が応じます。下記の日程にて行いますので、是非、ご利用ください。

無料

６

イッシー共済
入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）
＋ 指宿商工会議所独自の給付制度（見舞金・祝金・助成金制度）

見舞金などの申請漏れはございませんか？
　イッシー共済では、商工会議所独自の給付制度として各種見舞金、祝金、
助成金がございます。
　給付金の申請忘れがないか確認いただきますようお願い致します。

【お問合わせ先】
指宿商工会議所　TEL 0993-22-2473
定期保険（団体型）引受保険会社　アクサ生命保険株式会社鹿児島営業所 TEL099-222-7734

ご加入にあたってはパンフレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

ご案内

【制度の特色】
① 業務上・業務外を問わず24時間保障
② １年更新で医師の診査なし
③ 剰余金があれば配当金も！
④ 商工会議所独自の給付制度も！

⑤ ６大生活習慣病入院一時金
　 ガン入院一時金・ガン先進医療一時金
⑥ 健康増進に役立つ付帯サービスも
　 健診機関紹介サービス、禁煙外来紹介サービスなど

■法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。
《税法上の取り扱い》

■個人事業主が従業員のために負担した掛金は、全額必要経費に算入できます。
（法人税基本通達9-3-5）

（昭和４７年２月14日付直審3-8）

従業員の福利厚生に
ご活用ください！



7

～
ね
だ
る
な
勝
ち
取
れ
。

　
　
　
さ
す
れ
ば
与
え
ら
れ
ん
～

　

本
誌
２
・
３
ペ
ー
ジ
目
の
通
り
、

会
員
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
の
ご
支

援
の
も
と
、
当
所
50
周
年
記
念
事
業

を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
私
自
身
は
今
年
で
彼
女
い

な
い
歴
10
周
年
記
念
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
訳
で
す
が
、
思
い
返
し
ま

す
と
欲
し
い
と
口
に
す
る
ば
か
り
で

そ
れ
に
伴
っ
た
行
動
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

何
事
も
そ
う
で
す
が
、
目
的
達
成
の

た
め
に
は
、ね
だ
る
の
で
は
な
く
、努

力
し
て
そ
の
成
果
を
勝
ち
取
り
に
行

く
と
い
う
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
で

す
。

　

虎
は
鍛
錬
な
ど
し
ま
せ
ん
、
元
々

強
い
か
ら
で
す
。
私
の
よ
う
な
貧
弱

者
は
努
力
す
る
義
務
す
ら
あ
る
の
に
、

そ
れ
を
怠
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
付

け
が
回
っ
て
き
た
の
だ
と
反
省
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
文
章
に
起
こ
し
て
い

る
今
も
努
力
し
よ
う
と
思
っ
て
す
ら

い
ま
せ
ん
。

　

読
者
の
皆
様
は
私
の
よ
う
に
な
ら

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
　  

　
　
　
　
会
報
担
当
　
西
川
路

事 

務 

局 

日 

誌

個人事業所 466事業所
法人事業所 337事業所
合　計 803事業所

日本政策金融公庫　普通貸付 2.50% 〜 5.20%
日本政策金融公庫　マル経資金 2.60%
県融資制度　中小企業振興資金 1.95% 〜 2.55%

■ 会員数（令和8年6月15日現在）

■ 事業資金　金利情報（令和8年6月15日現在）

　
当
所
は
、
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス

い
ぶ
す
き
で
、
会
員
の
皆
様
に

関
す
る
情
報
を
随
時
、
紹
介
し

て
お
り
ま
す
。

　
新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
、
事
業
所
と
し
て
地
域
貢
献

を
行
っ
た
な
ど
の
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
掲
載
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
紙
面
の
都

合
上
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。
　

連
絡
先
＝
（
２
２
）
２
４
７
３

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

■
5
月
■

18
日　

青
年
部
役
員
会

19
日　

鹿
児
島
県
火
災
共
済
協
同

組
合
理
事
会

　

〃	

指
宿
温
泉
祭
運
営
委
員
会

総
会

　

〃　

指
宿
間
税
会
総
会

　

〃　

食
品
商
業
部
会
例
会

20
日　

菜
の
花
商
工
会
総
会

21
日　

鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
総
会

22
日　

女
性
会
年
間
活
動
計
画
の

話
し
合
い

25
日　

駅
明
会

　

〃　

令
和
８
年
度
第
１
回
指
宿

木
曜
会

26
日　

指
宿
市
観
光
協
会
通
常
総

会

　

〃　

間
税
会
青
年
部
役
員
会

　

〃　

サ
ー
ビ
ス
部
会
例
会

27
日　

社
会
保
険
事
務
研
修
会

28
日　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　

〃　

労
働
保
険
未
手
続
事
業
一

掃
推
進
員
研
修
会

29
日　

創
立
50
周
年
記
念
事
業

（
記
念
講
演
・
式
典
・

祝
賀
会
）

■
6
月
■

１
日　

鹿
児
島
県
間
税
会
連
合
会

総
会
・
正
副
長
会
議

１
日　

薩
摩
半
島
横
断
道
路
監
査

３
日　

ア
ク
サ
生
命
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議

　

〃　

指
宿
港
海
岸
保
全
推
進
協

議
会
打
合
せ

　

〃　

商
品
券
打
合
せ

４
日　

指
宿
青
色
申
告
会
役
員
会

５
日　

当
所
監
査

　

〃　

い
ぶ
す
き
魅
力
発
見
ｊ
ｏ

ｂ
ツ
ア
ー

　

〃　

指
宿
港
海
岸
保
全
推
進
協

議
会
総
会
・
親
睦
会

9
日　

三
役
会

　

〃　

女
性
会
役
員
会

　

〃　

第
５
回
温
泉
祭
実
行
委
員

会

11
日　

九
州
商
工
会
議
所
連
合
会

総
会

　

〃　

い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

ソ
ロ
部
門
表
彰
式

12
日　

い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

ソ
ロ
表
彰
式

　

〃　

商
品
券
郵
便
局
と
の
打
ち

合
わ
せ

　

〃　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
（
ワ
ン
コ
イ
ン
横
丁
）

13
日　

い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
パ
ー

テ
ィ

　

〃　

街
角
フ
ラ

14
日　

第
１
７
３
回
日
商
簿
記
検

定
試
験

15
日　

薩
摩
半
島
横
断
道
路
建
設

促
進
協
議
会
幹
事
会

　

〃　

第
41
回
い
ぶ
す
き
産
業
ま

つ
り
担
当
者
会
議

○
三
役
会

○
部
会
・
委
員
会

〇
指
宿
産
業
経
済
対
策
協
議
会

　

当
誌
先
月
号
（
６
月
号
）
３
ペ

ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
「
会

員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
の
記
事
に

お
い
て
、
協
賛
事
業
所
一
覧
へ
の

掲
載
漏
れ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご

協
賛
を
賜
り
ま
し
た
吉
永
酒
造
㈲

様
を
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

【
訂
正
】

　

○
吉
永
酒
造
㈲　

様

７
月
の
主
要
行
事

お
詫
び
と
訂
正
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◎加盟手続きについて
　指宿商工会議所会員事業者の方が加盟できます。初回のみ加入金が3,000円掛かります。
　なお、仕入等の事業資金の決済や法律で規制されるものなど商品券が取り扱えないものも
　あります。手続きや詳細は、商工会議所までお問い合わせください。

〒891－0401 指宿市大牟礼１丁目15番13号

　約270店舗が加盟する共通商品券は、市民の皆様の贈答用や各種イベント等でご利
用いただいており、令和７年度は2,091万円の取扱実績がありました。また、加盟店
になりますと、不定期発行ですが当所が関与する“プレミアム付商品券”も取り扱えます。

指宿商工会議所会員事業者の皆さまへ

「指宿市共通商品券」取扱店募集!!「指宿市共通商品券」取扱店募集!!「指宿市共通商品券」取扱店募集!!
指宿市共通商品券の加盟店になって、売上アップを図りませんか？

◎中小取扱店専用券（大型店では使用できません） ◎全店共通券（加盟店全店で使用できます）

TEL（0993）22－2473　FAX（0993）24－3175 指宿商工会議所 お問合せ・加盟店手続き

●50・GOいぶすきプレミアム商品券（7,500円券、10,000セット発行／販売　R6.2.18完売） 
●いぶすき生活応援！2.5倍商品券（5,000円券、37,136セット発行／販売　R7.3.23～R7.8.29） 
●指宿市誕生20周年記念商品券（5,000円券、37,000セット発行／販売　R8.2.27～R8.7.31）

◎換金について
　①換金手数料 ２％
　②換金期間 裏面記載の有効期限から１ヵ月後
　③現金換金の場合
　　毎月5日、15日、25日の10時～15時（当日が土・日・祝日の場合は、翌営業日になります）
　④振込の場合
　　平日の10時～16時受付。手続き後３営業日以内にお振込み
　※鹿児島信用金庫指宿支店、南日本銀行指宿支店、鹿児島相互信用金庫指宿支店の同店及び、
　　鹿児島銀行本支店間の振込は振込手数料が掛かりません。
　※上記以外の金融機関については振込手数料が掛かります。

見本 見本


